
ネットワーク時代の新情朝システムソリューション:エンタープライズアプリケーションインテグレーション

分散オブジェクト技術による

アプリケーションインテグレーーションの実現とその評価
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分散オブジ工クト技術に

よって実現するアプリケー

ションインテグレーション

CORBA(Common Object

RequestBrokerArchitecture)

環境を実現するレガシーラッ

ピンクをフィルタとすること

により,パソコン上でメイン

フレームの環境を容易に利用

することができる｡

ビジネスの急速な変化に伴って,情朝システムも迅速力つ柔軟に構築しなければならない｡スピード化の時代にあっては,

既存のシステムや流通パッケージなどを部品と見立てて,それらを組み合わせてシステムを構築すること,さらに,将来も,

既存のアプリケーションを連携させてシステムを進化させていく仕組みにすることが求められる｡これを実現するのが｢アプ

リケーションインテグレーション+と呼ぶシステム構築方法である｡

日立製作所は,アプリケーションインテグレーションを実現するために,分散オブジ工クトの技術を利用して異質の環境

で作られた既存のプログラムを連携する｢ラッピング+という技術を開発した｡対象となる既存システムの稼動環境に応じてラッ

ピング技法を分類し,おのおの適用を進めている｡その一環として,社内の情朝管理システムに対してオンラインシステム

のラッピングを適用した｡また,開発環境の再構築にバッチシステムのラッピングを適用した｡これらにより,アプリケー

ションインテグレーションが,新規システムの分散開発と遠隔地からの既存システムの共同利用の実現に有効であることを

確認した｡

はじめに

近年,既存のシステムや流通パッケージなどを有効に

再利用し,それらを組み合わせてシステムを構築するこ

とが注目されるようになった｡さらに,将来的にも,ア

プリケーションを柔軟に組み合わせてシステムを進化さ

せていく仕組みが強く求められている｡これを,｢アプリ

ケーションインテグレーションによるシステム構築+と呼ぶ｡

しかし,メインフレーム,UNIX馴やWindowsチ2′といっ

た異質のプラットフォーム上に,異なる時期に構築した

※1)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedがライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標である｡

※2)windowsは,米国およびその他の国における米国MicrosoftCorp.の登録商標である｡
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プログラムどうしをメインフレーム上で連携させること

は非常に困難である｡これを解決させるために開発した

のが,分散オブジェクトの技術を仕って既存のプログラ

ムを連携させる｢レガシーラッピング+という技術で

ある〔つ

ここでは,対象となる既〟システムの稼動環境にん占じ

たレガシーラッピング技法,日立製作所の情報管押シス

テムに適用した事例と開発環境の再構築に適用した事

例,およびその評仙結果について述べる｡

アプリケーションインテグレーションでの

既存システム資産活用

インテグレーション(統合)の対象となる実際のシステ

ム環境には.多くの既存システム(七としてメインフレー

ムトに構築されたシステム)が存在している｡新規に代

替システムを構築する手段を取らずに,既存システムと

新規システムの連携を図るプバ去には,多くの有利な点が

あるが,技術的な課題も多い｡既存システム資産を活用

するうえで,これらを解決することが,インテグレーショ

ンを成功に導くために不叫欠な条件となっている｡

2.1既存システム資産活用の有用性

アプリケーションインテグレーションでの既存システ

ム資産活用には,代替システムを新規に構築する場合に

比べて,次のような利一任がある〔〕

(1)既存システムの永続性

長年にわたって使用されてきたシステムは,新規に開

発するシステムに比べて,実稼動の実績があり,機能面

や信析件が保証されている｡

(2)保有データの保全性

既存システム資産として,蓄積されたデータがある｡

特にメインフレーム系では,ばく大なデータがサブシス

テム間に整合件を維持したまま保有されている｡新規シ

ステムへ移行することは国難であー),できれば避けたい

ところである｡

(3)開発工数の削減

新規システムを構築するにはばく大な開発丁数(経費)

を投資する必要があるが,既存システムを活用すること

により,開発工数を削減することができる(〕

2.2 既存システム資産活用での技術的な課題

既存システムをできるだけ修Ⅰ[することなく新規シス

テムと連携させ,既存のシステム資産を活用することが

できれば,システムインテグレーションで有利である｡

しかし,以下にあげるような,既存プラットフォーム
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と新規プラットフォーム間の技術的な相違が,インテグ

レーションの際の障壁となる｡

(1)上馴fシステム資産の押解

既存システムでは,構築されてから時間がたっていて

設計者が職場を離れていたり,ドキュメントが失われて

いることがある｡このため,システムの仕様が把握され

ておらず,代替システムへの移行が雉しい｡

(2)インタフェース

メインフレーム上の既存プログラムは,通常,ネット

ワークインタフェースやAPI(Application Programming

Interface)などの,オープンシステムと連携するための

インタフェースを持たない｡

これらの技術的な違いに加えて,異なる時期に開発さ

れた複数の既存システムが対象になる場合,相手システ

ムごとの作り込み作業が発生し,多くの_t数を要する｡

既存システム資産を有効に活用する技術

｢レガシーラッピンク+

上述したように,既存システム資産へのアクセスには,

統 一的な手段が必安である｡このためにH立製作所が開

発した｢レガシーラッピング+技術について以下に述べる｡

3.1 レガシーラッピングの仕組み

レガシーラッピングは,既存システムの機能を,

CORfiA(C()mmOnObjectRequest･BrokerArchitecture)

のオブジェクトの形態で提供するものである〔つ ベンダ井

伏/√の分散オブジェクト技術の標準であるCORBAを用

いることにより,CORBA準拠のは範岡のアプリケーショ

ンから既存システムヘのアクセスが共通の方法で吋能に

なる.､〕

レガシーラッピングは,CORBAオブジェクトの実装

に際して,CORBAインタフェースのオペレーションを

既存システムのインタフェース(プロトコル)に対応させ

ることによって実現する｡

3.2 レガシーラッピング方式の分類

既存システムの資産の中で,ラッピング対象と考えら

れるリソースは,(1)オンラインプログラム,(2)バッチ

プログラム,および(3)データベースの二つである｡こ

れらのそれぞれに対してラッピング方式を定義すること

ができる(表1参Hくi)｡

3.3 レガシーラッピングの実現技術

Lト‡製作所は,上にあげたそゴtぞれのラッピング方式

に対比ける"Object Wrapper”製品を用意して,レガシ

ーラッピングをサポートしている(図1参照)｡
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表1レガシーラッピング方式の分類

レガシーラッピングの適用では.対象リソースごとに,大別し

て3種類の方式がある｡

方 式 リソース 機 能

オンライン オンライン 端末画面と入出力項目への抽象的な

ラッピンク プログラム アクセス手段を提供

バッチ バッチ

以下の二つの技術要素から成る｡

(1)スグノブトラッピング

バッチプログラムの非同期的な実行

とジョブの状態の監視の抽象化

ラッピンク プログラム (2)ファイルラッピンク

バッチジョブの入出力ファイルを位

置透過的,可搬的なオブジ工クトと

して提供

データベース
データベース

DBMSのベンダ,プラットホーム,

アーキテクチャ(RDB･階層型)

ラッピング によらない共通インタフェースを

提供

注:略語説明 DBMS(DatabaseManagementSystem)

RDB(RelatjonalDatabase)

(1)オンラインラッピング

()bject Wrapper定義ファイルを記述することにより,

メインフレームトのオンラインシステム類産を,クライ

アント側で利川することができる(〕走去ファイルは.既

存システムの叩佃･データ項目(トランザクションデータ)

とObject Wrapperが掟伏するメソッド･変数を対応づ

けている｡Object Wrこ1Pper製占占は,対象のオンライン

コ

⊂]

買

肖

システム種別ごとに用意している｡

(2)バッテラッビング

"objectWrapperforVOS3Batch''により,クライア

ント側からメインフレーム_卜のJCL(Job ControI

Language)の起動,データの収札 ジョブ実行結果など

を行うことができる｡ObjectWrapperを構成するスクリ

プト,ファイル,レコードオブジェクトに対して.それ

ぞれの定義ファイルを作成する｡)

(3)データベースラッピング

DBMS非依存のDBアクセスを提供する``DABroker''と

そのCORBAインタフェース"Ⅰ〕ABroker f()r ORB''によ

り,メインフレーム系のDBにもオープン環境のDBと何

じ手続きでアクセスすることができる()

バッチシステムのラッピング事例

4.1 ね ら い

メインフレームのCASE(C()111puter-Aided Softw之1rC

Engineering)ツール(バッチプログラム)をパソコン中心

の環境からも容易に使えるようにするため,バッチラッ

ピングを11Jいた新システムの開発を行った｡

4.2 既存システム

既存システムは,(1)各種プラットホーム上に分散し

た走去系ツール,(2)メインフレームトの牛成系ツール,

WindowsNT*1,HP-UX*2 MVS*3

分散

オブジ工クト

AP

WWW

サーバ

Web

Page

Gene-

rator

分散オブジェクト基盤TPBroker

ObjectW｢appe｢-Base

ObjectW｢apper-Extension2

他社システム用

ラッピンクミドルウエア

ObjectW｢appe｢forDCCM3

ObjectW｢apperforTMS-4V

ObjectW｢appe｢fo｢ADM

ObjectW｢apperto｢VOS3Batch

DABrokerforORB

VOS3

CICS

XDM/DCCM3

TMS-4V/SP

ADM

バッチ連携機能

×DM/RDなど

注:略語説明ほか

AP(ApplicationProgram)

WWW(Wor】dWideWeb)

DCCM3(DataCommunication

andContro】Manager3)

TMS-4V(Transaction

ManagementSystem4V)

ADM(Add-DropMultiplexer)

VOS3(Virtual-Storage

OperatingSystem3)

ORB(ObjectRequestBroker)
C】CS(Customerlnformation

ControIService)

SP(SystemProduct)

RD(RelationalDatabase)

*1〉〉indows NTは,米国および

その他の国における米国Miロて60f【

Corp.の登録商標である｡

*2 HP-UXは.米国HewletトPad伯山

Companyのオペレーテインク

システムの名称である｡

*3 MVSは,米国における米国

lnternationalBusinessMachines

Corp.の登銀商標である｡)

図1 レガシーラッピングミ

ドルウェア製品群

日立製作所が提案している

Object Wrapper製品群と対象

システムを示す｡

2二∃
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および(3)プログラム資産で構成する｡定義系ツールは,

全国に展開する複数の開発拠点上で,ファイル仕様書,

レコード仕様書,書式定義,プログラム仕様書の各仕様

書定義作成に使用される｡生成系ツールは,定義系ツー

ルで作成された後に,メインフレームに転送された仕様

書群を基に,プログラムソースの生成や,ドキュメント

の生成などを行う｡

新システムを開発するにあたっては,以下の要望があ

げられた｡

(1)既存システム資産の利用

十数年にわたるシステム開発のノウハウが蓄積されて

いるメインフレームシステム資産(パターン,部品,各種

ツール類)を今後も利用する｡

(2)操作性の改善

(a)処羊削こ必要な時間は1,2分であF),待ち時間は対

話処理としては長い｡繁忙期ではジョブがすぐにスケ

ジュールされず,レスポンスがさらに悪くなる｡

(b)ユーザーがログインして,実行状況を明示的に確

認しなければ,生成系ツールが終了したかどうかわか

らない｡

(c)ユーザーは,実行一確認の問はログインしていな

ければならず,回線が単一ユーザーに占有される傾向

にある｡

(3)パソコン環境への移行

ワークステーションで使用していた定義系ツールを,

安価なパソコン環境に移行する｡

(4)共通開発環境,管理が容易

インターネットをベースに拠点間を連携させ,各拠点

での開発環境を共通化する｡Webベースのシステムを用
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いることにより,インストールの手間を省く｡

以上の要件を満たすため,Webブラウザによるクライ

アントとバッテラツビングを用いて,メインフレームを

利用する新システムの開発を行った｡

4.3 新システム構成

新システムでは,``Object Wrapperfor VOS3Batch”

と,Webベースのクライアントの機能を考慮するととも

に,新システムの構成を検討し,システム統合のための

ミドルオブジェクトを新たに開発した｡

ミドルオブジェクト(ローカルサーバ,コネクションサ

ーバ)は,次のような機能を持つ｡

(1)リボジトリ内の各種仕様書をファイル変換するため

のAPI操作を行う｡

(2)投入したジョブの識別子の保持,状態チェック,結

果の取得と管理を行う｡

(3)リボジトリ上のファイル抽出･格納処理と,メイン

フレーム上の処理を連携させる｡

新システムの構成を図2に示す｡

4.4 評価結果

Webブラウザがインストールされたパソコンから,メ

インフレーム上の生成系ツールを利用することが可能と

なった｡

また,既存のメインフレーム上のシステムを利用する

ことから,高価なシステムをパソコンごとにインストー

ルする必要がなくなり,クライアントの保守性も向上し

た｡)さらに,ユーザーは,メインフレームを意識するこ

となく簡便な操作でWebブラウザ上からメインフレーム

上のシステムを利用することができるようになり,開発

期間の短縮が図られた｡

各開発拠点(パソコン)

ローカル

定義系サーバ
ツール

ホスト連携サーバ(HP-UX) vos3

コ㌍冒ンEヲj冨呂芸｢昌呈㌫+Pl箋
l

3

JCL誉

プログラム

生成系ツール

ローカル

定義系サーバ
ツーノレ

CGl

Webサーバ HTML

ローカル

定義系サーバ
ツール

封=⊂〕(ミドルオブジェクト)
注2:略語説明

CGl(CommonGateway

lnterface)

HTML(HypertextMarkup

Language)

図2 バッチラッピング適用シ

ステムの構成

バッテラッピンクを適用するに

際して,システム要件を満たすた

めに,ミドルオブジ工クトとして

コネクションサーバとローカルサー

バを開発した｡
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オンラインシステムのラッピング事例

レガシーラッピング技術の早期適用と先行事例構築を

口的として,社内システムの一部についてオンラインラッ

ピングを適用した｡その適用評価結果を以‾Fに述べる｡

5.1 ね ら い

社内の情報管理システムにはメインフレーム系や

UNIX,パソコン系などの異なるプラットフォームが混

在しており,システムの再構築に際しては,以下のよう

な要望があった｡

(1)Webインタフェースによってシームレスな巾i面に統

合し,検索機能を充実させることにより,ペーパレス化

を実現し,謝査⊥数を削減したい｡

(2)できるだけクライアント側にソフトウエアを配布し

ないで管理システムを稼動させたい｡

(3)ユーザーには,各業務システムの動作環境を意識さ

せない,Webブラウザだけを浦川させたい｡

以上の要望を踏まえて,社内のSE(Systems

Engineering)作業を管理する 一部の基幹業務システムを

対象とし,オンラインラッピングを実現した｡

5.2 対象システム

日立製作所のオンラインシステムであるⅩDM/DCCM3

上で稼動する対象モデルシステムは,参照系と更新系を

合わせて91の端末画面を定義するⅩMAP(Extensible

Mapping Aids)ファイルで構成している｡この中から,

参照系を中心に,モデルシステムとして10両面(7.3kス

テップ)を対象にオンラインラッピングを過川した｡

5.3 新システム構成

オンラインラッピング〟式では,メインフレーム_Lの

ⅩMAP郎而をエミュレートするObject Wrapper製品を

Webサーバにインストールすることにより,Webブラウ

ザからの実行を`叶能とする｡WebブラウザとObject

Wrapper製品とのインタフェースとしては,CORBAメ

ソッドの呼出しをHTML(HypertextMarkupLanguage)

卜にテンプレートという形式で記述する"Web Page

Generat()r''を利用した(図3参照)｡

5.4 開発手順

オンラインラッピングを適用するにあたっては,以lT

の手順で開発を行った｡

(1)既存システムの解析

オンラインラッピングを適朋するには,対象システム

の画面遷移とキー操作を把持する必要がある｡既存シス

テムの解析方法としては,(a)断面設計書から画面遷移

を把握,(b)実画面をメインフレーム上で稼動させ,目

視による確認,(c)COBOLソースからファンクションキー

操作の把握,(d)COPY句(外部原始プログラム)から入

出力インタフェースの把握を行った｡

なお,この作業は適用業務システムを把握している担

当者が行い,かつ画向設計書が整備されていたため,き

わめて少ない工数で行うことができた｡

(2)新画血･両面遷移設計

画面設計書から画面遷移とファンクションキー操作を

把握し,入出力フロー凶を作成するとともに,画‾加硫合

と,Webインタフェース画面の設計を行った｡基本的に

は,PFK(Programmed Function Key)によるメインフ

レーム_Lの次画面と前画面移動の操作を,Web上ではボ

タン操作,スクロール操作,フレーム処理にそれぞれ置

き換えることにより,操作性の向上と画面の統合を考慮
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図3 オンラインラッピング適

用システムの構成

オンラインラッピングを適用す

ることにより,パソコンのWebブ

ラウザからメインフレーム上の基

幹業務システムを利用できるよう

にした｡
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した,新システムの画面を設計した｡

(3)ObjectWrapper定義

Object Wrapper定義ファイルとしてほ,(a)ⅩMAP定

義ファイル,(b)Object Wrapper-BASE定義ファイル,

および(c)Object Wrapper for DCCM3定義ファイルが

ある｡

ⅩMAP定義ファイルは,メインフレームのⅩMAP沖佃

定義情報から,画面上の各項口について位置･けた放･

変数名をそれぞれ定義する｡

DCCM3定義ファイル(DCCM3.cfg)では,それぞれの

両面から実行されるキー操作をメソッドとして走去する｡

また,Object Wrapper-BASE定義ファイル(BASE.cfg)

は,Webブラウザ上から実行するメソッド名を定義する｡

(4)WebPageGeneratorテンプレート定義

新画面･両面遷移設計フェーズで作成したHTML定義

にCORBAメソッド呼出しのためのWebPageGenerator

テンプレートを追加し,Webブラウザ上でメインフレー

ムをエミュレートするインタフェースを作成した｡

5.5 評価結果

当該作業での開発規模を表2に示す｡

Webブラウザに表示される画面数は6画面と,メイン

フレームトのⅩMAP両何よりも少なくなっているしっ これ

は,HTML定義上でフレーム処割こよる弛‥血統合を行

い,CORBAメソッド呼出しについては別のテンプレー

トとして作成したためである｡

また,ユーザーインタフェースでは,プルダウンメニュー

の付加や,ボタン,スクロールによる操作性の向__L,

Webブラウザによる共通インタフェースの提供などを実

現しており,当初の開発H的を達成することができたと

考える｡

おわりに

ここでは,既存システム資産を有効活用する｢レガシー

ラッピング+技術と,その事例について述べた｡

現状では,レガシーラッピングの事例はまだ少なく,

また,実装するうえではセキュリティ(安全惟)などの問

題が残されている｡これらの問題を早期に解決するとと

もに,開発手順の蓄積や支援ツールの開発,製品へのフ

ィードバックなどを行い,今後のビジネスの中核を成す

技術としてこの｢アプリケーションインテグレーション+

によるシステム構築のニーズにこたえていく考えである｡
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表2 開発規模

メインフレーム上の対象画面(XMAP)10画面に対して,2.9kス

テップを新規に開発した｡開発規模としてはWebPageGenerator

テンプレート定義が最も多い｡

項 目 本 数 規模(kステップ)

文､

X

象既存システム 10 7.3

MAP定義ファイル作成 7 0.4

ObjectW｢appe｢fo｢DCCM3
19 0.7

定義ファイル作成(メソッド)

WebPageGenerator(HTML)定義 21 1.8

合計(開発規模) 47 2.9
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